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文部科学省令和５年度大学教育再生戦略推進費 

「大学の世界展開力強化事業」 

～米国等との大学間交流形成支援～に採択 
 

文部科学省令和５年度大学教育再生戦略推進費「『大学の世界展開力強化事業』～米国等との大学間

交流形成支援～」に，金沢大学が申請した「多層型日米連携協働教育プログラムによる次世代グローバ

ル人材育成」が採択されました。 

本プログラムは，高大院接続による高校生の授業科目履修，学士課程，さらには大学院課程の各段階

において、以下の特徴を取り入れた多層的な交流プログラムを提供することにより，米国との交流を活

性化させるとともに，日米の未来を牽引する，志の高い次世代を担う真のグローバル人材を育成・輩出

することを目的とするもので，最大５年間（令和５年度１０月事業開始）の事業です。 

（1）高大院接続の取り組みを通じた Advanced Placement（AP）科目の導入 

（2）学士課程における COIL 教育の導入 

（3）学士課程（専門教育）及び学院課程における「COIL+実渡航＋COIL」型カリキュラムの導入 

（注：COIL: Collaborative Online International Learningの略称） 

 

本学は，これまで様々な交流を行ってきた米国のニューヨーク州立大学バッファロー校，タフツ大

学，カリフォルニア大学デービス校，コロラド大学コロラドスプリングス校，ルイジアナ大学ラファイ

エット校，ネブラスカ大学リンカーン校，レスリー大学，ハーバード大学と連携した多層的な交流プロ

グラムを推進し，優れた人材を輩出してまいります。そして，これらの大学との国際的な教育・研究交

流をさらに発展させることにより，「金沢大学ブランド人材」の育成や世界トップレベルの研究展開を

通じた未来知による社会貢献を推進してまいります。 

 
＜「大学の世界展開力強化事業」について＞ 

 国際的に活躍できるグローバル人材の育成と大学教育のグローバル展開力の強化を目指し，高等教育の質

の保証を図りながら，日本人学生の海外留学と外国人学生の戦略的受入を行う事業対象国・地域の大学との

国際教育連携の取組を支援することを目的として，文部科学省において平成２３年度から開始された事業で

す 
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